
P
・
五
三

i
六

大
原
新
生
社

(
一
九
七
三
)

(訂)
が
人
物
を
さ
す
も
の
と
解
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

「
宮
田
家
殿
E

一
円
三
条
殿
一
と
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
殿
」
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富
家
殿
内
三
条
殿
内
検
綴

大
徳
寺
文
書

四

一
五
七
七
号
文
書

p
-
六
九

1
七

(特)(叩)(目。

号(md
 g
 

(
日
以

前
掲
注
(
円
相
)

字
治
市
史

字
治
市
役
所

p
-
四
八
四

(
一
九
七
四
)

字
治
市
役
所

字
治
市
史

P
・
四
八

(
一
九
七
四
)

字
治
市
史

字
治
市
役
所

第
五
節

戦
国
の
争
乱

(
一
九
七
四
)

後
法
興
院
記

応
仁
二
年
正
月
二
九
日

続
史
料
大
成
所
収

政
基
公
旅
引
付

養
徳
社

(
一
九
六
二
)

図
書

叢
刊

~~ 

本
朝
麗
藻

前
掲
注
(
刊
)

字
治
市
役
所

一
・
二
附
図

(
一
九
七
一
ニ
・
一
九
七
四
)

字
治
市
史

主呈

拙
稿

宇
治
白
川
の
金
色
院
創
建
に
つ
い
て
!
四
条
宮
寛
子
の
御
萌
宇
治

泉
殿
考

l

古
代
文
化

二
二
巻
一
二
号

事@@

殿
暦

永
久
三
年
一

O
月
四
・
五
日

前
掲
注
(
担
)

殿
謄

永
久
三
年
九
月
二
一
日

前
掲
注
(
幻
)

一
五
八
三
号
文
書

P
・
七
六

黒
沢
義
実
打
渡
状

大
徳
寺
文
書

四

前
掲
注

(
A
H
V

(g 
字
治
市
役
所

字
治
市
史

P
-
四
二
二
(
一
九
七
四
)

附

コト凶吾-ロ

本
稿
は
本
学
会
第
一
八
回
大
会
で
発
表
し
た
も
の
を
、
補
筆
訂
正
し
た
も
の

で
あ
る
。

そ
の
際
、
藤
岡
謙
二
郎
先
生
・
谷
岡
武
雄
先
生
に
有
益
な
御
批
判
を

頂
い
た
。
ま
た
丹
治
健
蔵
先
生
・
市
史
の
吉
村
享
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
桃
絡
行
先
生
に
は
史
料
の
貸
与
を
、

欧
文
に
あ
た
り
楠
節
子
先
生

に
、
成
稿
に
当
つ
て
は
豊
田
武
先
生
・
山
崎
謹
哉
先
生
・
松
村
祝
男
先
生
の
御

指
導
を
賜
わ
っ
た
3

末
筆
な
が
ら
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

〔
研
究
ノ

l
ト
〕

佐

嘉

藩

西

部

藩

境

石

の

歴

史

地

理

的

研

究

古

敏

賀

朗

ま
え
が
き

西
国
の
雄
藩
三
五
万
七
干
石
の
佐
嘉
藩
領
域
は
、

大
体
に
お
い
て
戦
国
期
の

勢
力
闘
が
版
図
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
地
理
的
に
理
想
的
な
境
界
と
は
い
い
難

い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

一
五

O
粁
に
及
ぶ
残
部
藩
境
ば
大
河
・
高
山
・
荒
地
も
な

11 

い
利
用
し
易
い
土
地
柄
の
た
め
、
創
藩
期
よ
り
幕
末
ま
で
多
く
の
藩
境
紛
争
を

お
と
し
、
長
年
月
の
間
に
殆
ど
全
西
部
蓬
境
に
境
界
標
識
が
設
け
ら
れ
た
。
例

え
ば
函
1
の
ア
地
区
に
塚
三
五
八
個
、

イ
地
区
に
塚
一
八
四
個
・
松
八
二
本
、

ウ
地
区
に
塚
八
五
個
の
如
く
で
、

そ
の
総
数
は
軽
く
二
、

O
Q
O
個
を
越
え
て

い
る
。そ

れ
等
の
標
識
の
大
部
分
は
廃
藩
置
県
に
よ
り
無
用
物
と
化
し
た
た
め
、
山

閣
部
を
除
き
百
年
の
間
に
殆
ど
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
杭
木

樹
木
・
土
塚
等

に
比
べ
て
比
較
的
に
多
く
残
っ
て
い
る
多
種
類
の
境
石
を
調
査
し
、

そ
の
中
の

一
つ
、
佐
嘉
本
藩
と
蓮
池
支
藩
の
境
石
(
番
号
石
)
に
つ
い
て
は
既
に
発
表
し

た
が
(
j
v
、
今
回
ば
西
部
藩
境
石
各
種
の
代
表
を
一
つ
宛
紹
介
し
、
佐
嘉
蕃
の
境

石
の
性
格
を
追
求
し
た
い
。



佐
賀
郡
の
一
土
豪
よ
り
身
を
お
こ
し
た
竜
造
寺
隆
信
は
近
隣
の
諸
豪
族
を
下

し
、
永
禄
二
年
(
一
五
五
九
)
に
は
旧
主
少
弐
氏
を
亡
ぼ
し
て
戦
盟
大
名
に
成

長
し
た
。
天
正
三
年
(
一
五
七
五
)
勢
に
押
さ
れ
た
平
戸
松
浦
氏
は
記
請
文
を

隆
信
に
提
出
し
て
届
伏
し
、

一
方
で
は
西
郷
・
深
堀
氏
の
長
崎
進
攻
を
援
助
し

な
が
ら
大
村
氏
を
攻
撃
し
た
隆
信
は
天
正
八
年
乙
れ
を
下
し
、
残
る
有
馬
氏
の

攻
略
を
計
っ
て
島
原
半
島
に
進
攻
し
た
が
、
島
津
・
有
馬
の
連
合
軍
に
破
れ
て

戦
死
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
一
時
竜
造
寺
氏
に
服
し
た
松
浦
・
大
村
・
西
郷
・

深
堀
氏
や
有
馬
氏
は
再
び
立
っ
て
戦
乱
に
明
け
暮
れ
、
竜
造
寺
王
国
は
瓦
解
せ

ん
と
し
た
が
、
鍋
島
直
茂
・
勝
茂
の
努
力
に
よ
っ
て
崩
壊
は
ま
ぬ
が
れ
た
。

天
正
一
五
年
二
五
八
七
)
島
津
征
伐
の
た
め
九
州
に
下
っ
た
秀
吉
の
下
知

に
服
し
た
竜
造
寺
、
松
浦
や
そ
の
他
各
氏
は
旧
領
を
安
堵
さ
れ
た
が
、
従
わ
な

か
っ
た
伊
佐
早
の
西
郷
氏
の
所
領
は
没
収
さ
れ
て

造
寺
氏
に
与
え
ら
れ
た
。

そ
の
竜
造
寺
質
国
の
実
権
は
既
に
鍋
島
直
茂
の
手
中
に
あ
り
、
勝
茂
の
朝
鮮
出
兵

{左

嘉

10km 
'---醐-

関 1 佐官藩E首都藩境並び境石位置函

を
期
と
し
て
深
堀
氏
も
鍋
島
氏
に
属
す
る
乙
と
に
な
っ
た
。
関
ケ
原
役
に
西
軍

に
味
方
し
て
破
れ
た
勝
茂
は
家
康
に
陳
謝
し
て
危
く
生
き
の
び
る
こ
と
が
で
き
、

絶
に
よ
り
、
名
実
共
に
鍋
島
氏
の
佐
嘉
藩
が
成
立
し
た
。

慶
長
一
二
年
(
一
六

O
七
)
の
竜
造
寺
高
房
の
死
去
に
よ
る
竜
造
寺
本
家
の
断

か
く
し
て
互
い
に
相
い
争
っ
た
戦
国
大
名
が
、

そ
の
ま
h

隣
接
し
た
近
世
大

名
と
し
て
配
置
さ
れ
た
た
め
、

圧
迫
さ
れ
て
い
た
平
戸
松
浦
、
大
村
領
民
に
は

佐
嘉
藩
に
領
土
的
不
満
が
潜
在
し
た
こ
と
、
深
堀
一
一
族
は
鍋
島
、
大
村
氏
に
二

分
し
て
隷
属
し
た
た
め
内
紛
を
そ
の
ま
h

持
ち
込
ん
だ
乙
と
、

長
崎
を
中
心
と

し
て
天
領
が
散
在
し
、
天
領
農
民
の
横
着
と
幕
府
の
都
合
に
よ
る
境
界
線
の
複

雑
化
な
ど
が
境
界
紛
争
を
多
く
し
、
全
藩
境
に
わ
た
り
多
種
の
二

0
0
0個
以

上
の
標
識
を
設
置
し
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

三

藩

境

石

の

分

類

①
三
領
石
(
図
I
の
①
、
以
下
問
じ
)

宝
暦
八
年
(
一
七
五
八
)
作
製
の
平
戸
藩
と
大
村
藩
の
御
境
絵
図
す
)
裏
書
証
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文
之
覚
に
「
三
領
境
よ
り
平
戸
御
領
広
田
村
与
大
村
領
宮
村
境
塔
/
崎
迄
之
間
」

と
あ
り
、
絵
図
に
は
道
も
な
い
丘
陵
地
帯
の
平
戸
、
大
村
、
佐
嘉
の
三
領
境
に

藩
境
標
識
の
三
角
形
の
記
号
が
書
い
て
あ
る
。
尋
ね
て
み
る
と
雑
木
林
の
中
に

一
角
柱
の
境
石
が
あ
り
、

此
三
領
境
東
西
北
峯
尾
続
雨
水
分
佐
嘉
領

松
浦
郡
有
国
郷

此
三
領
境
東
西
峯
尾
続
雨
水
分
南
大
村
領

彼
杵
郡
波
佐
見
郷

此
三
領
境
西
北
峯
尾
続
潟
水
分
平
戸
領

彼
杵
郡
早
岐
郷

と
各
藩
領
に
向
け
三
面
に
品
問
書
で
刻
銘
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
七
尺
一
寸
、
幅
一

尺
、
台
石
一
品
さ
二
尺
、
一
幅
三
尺
の
素
晴
し
い
境
石
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
も
の

を
建
て
る
た
め
に
は
、
当
時
の
三
藩
協
議
の
何
ら
か
の
記
録
が
あ
る
も
の
と
史

料
を
当
づ
て
み
た
が
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
大
村
藩
郷
村
記
(3)波
佐
見
村
の
部

に
「
比
三
領
石
寛
保
二
壬
成
年
佐
賀
平
一
戸
大
村
境
役
立
会
建
之
」
と
記
さ
れ
て

い
る
の
み
で
設
立
時
の
事
情
は
分
ら
な
い
が
、
思
う
に
寛
保
二
年
(
一
七
四
ニ
)

と
い
え
ば
、
平
戸
・
大
村
両
葱
の
三

O
年
に
及
ぶ
境
界
紛
争
が
解
決
し
た
宝
暦

八
年
(
一
七
五
八
)
の
一
六
年
前
で
紛
争
の
最
中
で
あ
る
。
当
然
乙
の
紛
争
に

関
連
付
け
て
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
南
蓬
が
境
界
決
定
の
基
点
と
し
て
佐
嘉
藩

境
の
一
点
を
三
領
墳
と
決
定
す
る
た
め
に
、
佐
嘉
#
濯
を
立
会
者
・
仲
介
者
と
し

て
協
議
に
引
き
込
み
、
三
者
合
同
に
よ
る
境
石
の
建
立
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。
こ
れ
以
後
、

三
蓉
の
境
界
の
記
録
は
全
て
こ
の
三
領
石
が
基
点
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。

紛
争
の
結
果
設
置
さ
れ
た
三
藩
の
境
石
と
も
な
れ
ば
重
要
さ
は
推
し
て
知
る

ぺ
く
、
手
閣
の
か
h

っ
た
見
栄
え
の
良
い
境
石
の
設
置
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

②
刻
銘
角
柱
石
並
立

小
倉
と
長
崎
を
結
ぶ
九
州
の
最
重
要
道
路
、
長
崎
街
道
が
佐
嘉
・
大
村
蓮
境

を
通
過
す
る
地
点
に
境
石
が
あ
る
。
今
は
佐
賀
境
石
ば
佐
賀
県
側
の
げ
守
谷
川

跡
に
、
大
村
境
石
は
長
崎
県
側
の
屋
上
に
と
三

O
O米
も
離
れ
て
建
づ
て
い
る

が
、
絵
図
や
記
録
に
も
残
っ
て
い
る
様
に
か
つ
て
は
藩
境
の
道
路
の
片
側
に
並

立
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

従
是
北
佐
嘉
領

従
是
南
大
村
領

石
柱
高
さ
二
六

O
、
幅
二
七
、
ム
ロ
石
吉
岡
さ
五
六
時
世

上
部
欠
損
、
南
半
分
よ
り
下
部
約
一
米
残
存
。

こ
』
ぽ
多
く
の
通
行
人
の
目
に
留
ま
る
場
所
だ
け
に
、

批
評
に
耐
え
る
だ
け

の
良
い
境
石
で
あ
る
。

。
江
戸
参
府
記
行
(
ケ
ン
プ
エ
ル

呉
秀
三
訳
)
一
冗
禄
四
年
(
一
六
九
一
)
五

月
六
日
二
本
の
境
坑
相
並
ぶ
。
其
一
ツ
は
地
形
の
関
係
が
他
よ
り
も
低
き
故
か
、
主
(
代

り
に
丈
高
く
し
、
之
に
よ
り
て
藩
主
の
勢
威
、

政
権
の
大
な
る
を
表
は
す
な
り
。
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。
長
崎
紀
行
(4)

冗
禄
一
五
年
(
一
七

O
二
)
閏
八
月
一
七
日

坂
ノ
北
裏
ニ
大
村
領
佐
賀
領
/
杭
立
。
但
大
村
よ
り
立
椛
は
石
也
、
佐
賀
よ

り
立
枕
ハ
木
也
。

。
西
遊
日
記
(
吉
田
松
陰
)

嘉
永
三
年
(
一
八
五

O
)
九
月
三
日

門
ヲ
過
テ
少
シ
ク
行
ハ
二
石
碑
ア
リ
、
大
者
、
是
北
佐
嘉
領
/
由
刻
ヌ
、
小

者
、
是
西
大
村
領
ノ
由
刻
ス
、

杭
木
か
ら
石
柱
に
変
る
過
程
と
、

境
界
標
識
に
注
目
し
て
通
っ
た
当
時
の
人

の
様
子
が
よ
く
分
る
が
、

佐
賀
選
が
境
石
に
変
え
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

大
蕃
が
意
識
し
て
隣
藩
よ
り
大
き
な
境
石
を
建
て
た
例
は
他
に
も
あ
る
が
、

大
は
強
者
を
表
わ
す
と
見
る
の
は
人
の
常
で
あ
る
故
か
。
こ
の
よ
う
に
重
要
道

路
脇
に
は
両
藩
の
角
柱
刻
銘
境
石
が
建
て
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
同
じ

大
き
さ
、

同
じ
形
態
の
も
の
を
並
ぽ
せ
る
の
が
標
準
型
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。



③
木
柱
、

刻

銘

角

柱

石

並

立

長
崎
の
近
く
は
天
領
、
佐
嘉
領
、
大
村
領
が
錯
綜
し
て
い
る
。

O
西
遊
日
記
(
吉
田
松
陰
)

嘉
永
三
年
(
一
八
五

O
)
九
月
五
日

(
永
昌
)
駅
ヨ
リ
左
折
〆
行
事
二
塁
余
ニ
〆
古
賀
ト
云
所
、

往
還
筋
五
十
町
許
、

八
ム
領
也
、

公
領
ノ
界
、
皆
木
柱
ア
リ
、

O
筑
紫
紀
行
(
土
口
田
重
一
房
)

文

化

三

年

ご

八

O
六
)
五
月
二
日

峠
ヲ
下
リ
テ
十
丁
計
リ
行
ク
パ
領
地
境
の
表
、
東
ハ
佐
賀
領
、

西
ハ
公
儀
御

代
官
高
木
作
右
衛
門
支
配
所
と
あ
り
、

一
丁
計
リ
行
ケ
パ
古
賀
村
、

こ
の
古
賀
の
あ
た
り
は
旧
長
崎
街
道
が
北
目
白
の
ま
』
残
っ
て
い
る
地
区
で
街

道
脇
に
境
石
が
建
っ
て
い
る
。
切
出
加
工
石
に
、

H

従
田
定
南
佐
嘉
領
H

と
刻
銘

さ
れ
た
高
去
二
五

O
、
幅
二
五
師
恨
の
美
術
品
と
も
見
え
る
誠
に
結
構
な
境
石
で

半
め
ス
u
o

そ
れ
と
並
ん
で
二

O
坦
角
の
切
り
込
み
の
あ
る
土
台
石
が
草
に
埋
れ
て

い
る
。

か
つ
て
白
木
に
H

従
是
西
代
官
高
木
作
右
衛
門
支
配
所
H

と
墨
書
し
た

木
柱
の
建
て
』
あ
っ
た
跡
で
あ
る
。

天
領
の
場
合
全
薗
的
に
木
柱
墨
書
な
の
は
、
世
襲
代
官
で
あ
っ
て
も
幕
府
の

一
地
方
行
政
官
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
木
柱
の
建
て
変
え
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
標
識
が
木
柱
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
背
後
に
あ
る
強
大

な
幕
府
の
権
勢
を
人
与
は
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
(
5
)
.
そ
れ
に
対
す
る
佐
嘉
藩
の

し
か
し
、

境
石
の
小
な
り
と
は
い
え
、
素
晴
し
い
出
来
栄
え
は
充
分
に
そ
れ
を
勘
定
に
入

れ
て
、

対
抗
意
識
を
以
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
長
崎
へ
越
え
る
臼

見
峠
が
ま
た
天
領
と
の
境
で
あ
る
が
、

比
処
に
あ
る
佐
嘉
藩
境
石
も
同
じ
形
式

だ
が
背
後
に
H

彼
杵
郡
目
見
峠
μ

と
刻
し
た
珍
ら
し
い
境
石
で
あ
る
。

人
目
を
意
識
し
た
同
じ
発
想
か
ら
刻
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

乙
れ
も

④

塚

上

刻

銘

角

柱

石

長
崎
か
ら
長
崎
半
島
南
部
に
あ
る
佐
嘉
領
飛
地
深
堀
・
蚊
焼
・
脇
仰
に
行
く

途
中
の
一
戸
町
村
と
小
ケ
倉
村
の
境
が
佐
嘉
領
と
大
村
領
の
境
界
で
、
久
し
く
境

界
紛
争
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
天
明
七
年
二
七
八
七
)
和
談
が
成
立
し
、

領
塚
三
拾
四
ッ
、

塚
数
六
拾
九
、
紡
塚
壱
ツ
上
ニ
境
石
棺
立
、
佐
嘉
御

大
村
領
塚
三
拾
四
ツ
」
(
6
)
が
設
け
ら
れ
た
。
絵
図
を
見
る
と

「
拠
塚
よ
り
一
戸
町
岳
迄
之
問
、

道
路
脇
に
あ
る
塚
の
上
に
境
石
が
画
か
れ
て
い
る
。
境
石
は
も
ち
ろ
ん
勅
塚
も

す
で
に
無
く
な
っ
て
い
た
が
、

長
崎
よ
り
香
焼
へ
の
バ
イ
パ
ス
道
路
の
工
事
中

に
悲
境
石
が
出
土
し
た
と
の
風
間
で
調
査
に
行
く
と
、
出
土
の
場
所
か
ら
考
え

て
天
明
七
年
K
建
立
し
た
境
石
に
間
違
い
な
い
O

R

従
是
南
佐
嘉
領
M

M

(

高
さ

一
五

O
、
幅
二
四
精
一
)
と
あ
り
、

塚
の
吉
岡
さ
は
不
明
だ
が
、
塚
上
の
境
石
は
道

路
よ
り
見
上
げ
る
程
の
高
さ
で
人
自
を
ひ
く
存
在
で
あ
っ
た
ろ
う
。
幕
府
よ
り

長
崎
警
固
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
佐
嘉
藩
に
と
っ
て
、

深
掘
は
長
崎
港
口
を
犯
す

る
重
要
な
海
軍
基
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
紛
争
を
期
と
し
て
二
度
と
問
題
を
お

1 4 

こ
さ
ぬ
よ
う
人
自
に
つ
き
易
い
塚
上
の
境
石
を
建
て
た
も
の
か
。
紡
塚
で
あ
る

か
ら
大
村
藩
の
境
石
も
建
て
ら
れ
た
と
思
う
が
出
土
し
て
い
な
い
。
安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
に
戸
町
村
の
一
部
が
外
人
膚
留
地
と
し
て
天
領
と
交
換
さ
れ
た

時
、
代
官
支
配
所
の
木
柱
に
建
て
変
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑤

石

塚

上

境

石

(
御
境
)
絵
図
裏
書
証
文
之
覚
(
7
)
「
佐
嘉
御
領
杵
島
郡
武
雄
神
六
村
与
、
大

村
領
彼
杵
郡
波
佐
見
付
境
目
之
犠
、

双
方
よ
り
年
来
相
論
候
ニ
付
、
享
保
五
年

立
会
遂
熟
談
、

右
之
場
所
双
方
ニ
塚
を
築
、
其
間
論
所
ニ
〆
差
置
互
ニ
手
懸
仕

間
鋪
旨
申
極
」
て
い
た
所
、
す
な
わ
ち
両
藩
の
意
見
が
折
り
合
わ
ず
中
立
地
帯

約
七

O
年
後
の
天
明
七
年
「
立
会
御
熟
談

と
し
て
使
用
を
禁
じ
て
い
た
所
に
、

之
上
、
絵
図
赤
白
筋
引
之
通
境
目
相
極
、
塚
数
拾
弐
ツ
事
〕
ツ
越
ニ
築
之
」
境
界



が
確
定
し
一
列
に
境
塚
が
築
か
れ
た
。
此
処
は
狭
い
谷
間
を
な
し
て
お
り
、
佐

賀
葱
と
大
村
藩
を
結
ぶ
重
要
道
路
の
一
つ
が
通
っ
て
い
る
戦
略
上
の
要
地
で
あ

る。
享
保
の
談
合
の
と
き
、

双
方
が
築
い
た
塚
は
多
分
土
塚
と
思
わ
れ
る
が
、

存
す
る
天
明
の
塚
は
一
辺
一
七

O
哩
角
の
三
段
積
み
の
石
塚
の
上
に
、
自
然
石

ま
た
は
切
出
末
加
工
石
の
五

0
1
一
0
0煙
位
の
も
の
を
が
っ
し
り
と
組
み
込

ん
で
あ
っ
て
、
体
裁
は
惑
い
が
碩
る
丈
夫
に
作
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
と
き
同
時

に
作
ら
れ
た
他
地
区
の
土
塚
が
、
原
形
も
留
め
ぬ
程
に
破
損
し
て
い
る
の
に
比

し
て
対
照
的
な
頑
丈
さ
で
あ
る
。
紛
争
の
激
し
か
っ
た
と
ζ

ろ
ほ
ど
境
石
は
丈

夫
に
築
か
れ
て
い
る
。

⑥

栗

石

夫

婦

塚

藩
境
は
「
窪
ハ
峯
尾
続
、
山
際
、
雨
水
流
境
」
が
原
別
で
あ
る
が
、
佐
嘉
、

平
戸
葱
境
の
う
ち
五
万
分
の
一
地
形
図
を
調
い
て
み
る
と
お
か
し
い
と
感
じ
る

地
点
が
あ
る
。
図
2
の
志
佐
川
上
流
地
域
で
当
然
地
理
的
に
平
戸
領
に
寓
す
べ

き
川
内
野
・
滝
川
内
集
落
は
、
地
理
的
に
全
く
隔
絶
し
た
佐
嘉
債
に
編
入
さ
れ
、

佐
嘉
葱
の
勢
力
が
平
戸
藩
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
る
。
か
つ
て
平
一
戸

松
浦
氏
が
竜
造
寺
氏
に
隷
属
し
て
い
た
勢
力
閣
の
ま
h

、
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て

領
土
を
安
堵
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
然
不
自
然
な
境
界
の
た
め
に
激
し
い
藩

図
2
通
地
点
で
お
き
た
紛
争
は
享
保
一
七
年

二
七
三
二
)
に
解
決
し
て
絵
図

(8F取
り
交
し
た
。
絵
図
裏
書
証
文
之
覚
に

境
紛
争
が
お
き
る
。

そ
の
一
つ
、

「
今
度
遂
和
談
立
会
致
見
分
、

此
絵
図
二
亦
白
筋
引
侯
通
境
相
極
、
境
印
塚
三

拾
九
ケ
所
、
内
三
拾
七
ケ
所
宛
双
方
よ
り
築
之
」
と
あ
り
、
志
佐
川
よ
り
拾
い

上
げ
た
と
思
わ
れ
る
栗
石
数
十
百
個
を
使
っ
て
、
鰻
頭
形
に
積
み
上
げ
た
石
塚

が
双
方
か
ら
築
か
れ
、
境
界
線
の
小
路
を
挟
ん
で
両
側
の
雑
草
の
中
に
思
っ
て

いヲ令。平
戸
領
塚
の
裏
子
に
は
大
山
祇
尊
を
祭
神
と
す
る
国
境
安
全
を
祈
っ
た
神
社

が
あ
り
、
昔
日
の
悲
境
紛
争
の
激
し
さ
を
し
の
ば
せ
る
。

現

⑦ 

石

塚

諌
早
の
地
は
戦
由
時
代
西
郷
氏
の
領
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
秀
吉
の
島
津

征
伐
の
下
知
に
服
さ
な
か
っ
た
た
め
に
没
収
さ
れ
、
竜
造
寺
氏
に
与
え
ら
れ
た
。

佐
嘉
葱
の
自
治
領
で
諌
早
領
と
呼
ば
れ
る
土
地
で
あ
る
。
諌
早
市
と
大
村
市
の

境
界
が
佐
嘉
葱
と
大
村
藩
の
境
界
で
、
多
良
岳
か
ら
大
村
湾
ま
で
殆
ど
山
間
部

記
録
す
)
に
よ
る
と
享
保
一
三
年
二
七
二
八
)
三
五
八
個
の
塚
が
築

で
あ
る
。

か
れ
、

以
後
た
い
し
た
修
理
も
行
わ
れ
ず
に
一
三

O
年
を
過
し
、

万
延
元
年
に

双
方
立
会
で
再
確
認
し
、
修
理
の
上
紡
塚
三
個
を
増
設
し
て
い
る
。
殆
ど
土
塚

と
思
わ
れ
る
が
、

二
0
1三
O
冠
か
ら
一

O
O廷
を
越
す
石
を
四

I
五
個
無
造

1 5 

作
に
転
が
し
た
石
塚
も
あ
る
口

⑧

壱

本

杉

跡

傍

示

石

佐
嘉
、
平
一
戸
、
大
村
三
遠
の
境
界
に
建
て
ら
れ
た
藩
境
標
識
、
一
二
領
石
の
調

査
の
た
め
古
文
書
を
漁
っ
て
い
る
と
き
、
大
村
藩
郷
村
記
(M)
下
波
佐
見
村
境
界

の
認
に
「
陣
之
岳
壱
本
杉
跡
傍
示
石
(
壱
本
杉
枯
木
と
な
り
)
此
跡
に
野
石

の
標
石
を
建
、
銘
文
ニ
日
、
壱
本
杉
跡
裏
ニ

こ
の
石
が
三
領
石
と
と
も
に
佐
嘉
、
大
村
藩

文
化
十
二
年
亥
十
一
月
な
里

是
境
石
也
」
と
の
文
章
が
あ
り
、

の
重
要
な
基
準
境
石
と
し
て
使
用
さ
れ
た
ら
し
い
記
録
の
書
き
方
で
あ
る
。
大

木
が
葱
境
標
識
と
し
て
利
用
さ
れ
、

枯
れ
た
跡
に
野
石
を
置
い
た
例
は
知
つ

て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
銘
文
の
境
石
は
ま
こ
と
に
珍
ら
し
い
。

陣
之
岳
と
呼
ぶ
山
を
知
る
老
人
も
無
く
、
県
境
を
尋
ね
廻
り
峠
の
そ
ば
の

本
杉
と
い
う
小
字
の
畠
の
隅
に
横
た
わ
る
境
石
を
探
し
出
し
た
。

一
五

O
×



四

O
×
三
五
寝
の
巨
大
な
角
柱
の
や
』
湾
曲
し
た
切
出
砂
岩
で
あ
る
。
刻
銘
に

違
い
は
な
い
が
年
月
は
裏
面
で
な
く
右
側
面
に
刻
ん
で
あ
る
。
荒
削
り
の
加
工

石
で
も
野
に
置
け
ば
野
石
と
呼
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
。

乙
の
集
落
に
は
大
杉
の
伝

説
も
境
石
の
話
も
残
っ
て
い
な
い
ら
し
い
。
記
録
で
藩
境
石
で
あ
る
乙
と
を
読

ん
で
い
な
け
れ
ば
、

乙
の
石
を
見
て
も
只
の
大
杉
の
記
念
碑
と
し
か
思
え
な
い

境
石
で
あ
る
。

乙
の
地
帯
は
佐
嘉
、
大
村
両
蕃
に
と
っ
て
重
要
産
業
で
あ
っ
た
陶
磁
器
の
産

地
が
散
在
し
、
そ
の
中
心
地
有
国
に
通
ず
る
旧
道
が
す
ぐ
そ
ば
を
通
っ
て
い
る
の

と
関
係
は
な
い
か
。
山
中
と
は
い
え
、

こ
の
産
業
道
路
を
通
過
す
る
人
馬
は
多

く
、
峠
の
休
憩
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
大
杉
は
よ
ほ
ど
有
名
だ
っ
た
ら
し
く
、

枯
れ
た
跡
に
こ
の
よ
う
に
変
っ
た
境
石
が
置
か
れ
た
と
私
は
考
え
る
。

⑨
自
然
石

図
2
の
⑮
地
点
に
重
さ
数
廷
の
巨
石
が
あ
る
。
こ
れ
が
佐
嘉
藩
、
平
戸
藩
の

境
石
で
、
石
の
そ
ば
を
流
れ
る
幅
一
尺
ほ
ど
の
小
川
が
現
在
の
県
境
で
あ
る
。

国
見
岳
か
ら
石
倉
山
を
結
ぶ
稜
線
の
延
長
の
海
岸
近
く
に
あ
り
、
思
う
に
、
戦

国
大
名
と
し
て
西
肥
前
に
武
威
を
張
っ
た
平
戸
松
浦
氏
も
、
佐
賀
の
一
土
豪
よ

り
急
成
長
し
た
竜
造
寺
隆
信
に
抗
し
き
れ
ず
、
天
正
三
年
二
五
七
五
)
五
月

起
請
文
を
入
れ
て
屈
伏
し
た
と
き
、
松
浦
氏
が
守
備
陣
地
と
し
て
い
た
防
備
に

都
合
の
よ
い
最
も
狭
い
海
岸
の
山
擦
を
通
る
道
路
の
脇
に
あ
る
目
立
っ
た
独
立

石
が
、
稜
線
延
長
上
で
も
あ
っ
て
境
石
に
極
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
土
地
の

人
の
証
言
に
よ
る
と
、
石
中
央
が
境
で
な
く
、
石
は
全
部
佐
賀
県
に
属
す
る
と

い
う
の
も
、
戦
国
の
情
勢
を
考
え
た
と
き
一
理
あ
る
こ
と
h

思
わ
ざ
る
を
得
な

L 、
。

@

番

号

石

佐
嘉
藩
は
三
支
藩
を
も
っ
て
い
た
が
、

こ
の
支
藩
は
正
式
に
は
自
治
領
に
過

ぎ
ず
、
完
全
独
立
を
希
望
す
る
支
還
と
独
立
を
許
さ
ぬ
本
藩
と
は
仲
が
悪
か
っ

た
。
蓮
池
支
藩
領
の
一
部
は
図
1
⑩
の
嬉
野
郷
内
に
あ
っ
て
、

そ
乙
で
は
山
地

は
本
藩
御
山
方
支
配
地
、
農
地
は
蓮
池
領
、
す
な
わ
ち
山
際
境
で
嬉
野
侭
内
。

一
二
ケ
村
は
分
断
さ
れ
て
境
界
に
は
木
杭
が
打
た
れ
て
い
た
が
、
分
封
し
た
後

一
四

O
年
の
趨
に
蓮
池
領
民
は
次
第
に
本
藩
支
配
地
を
蚕
食
し
て
田
地
化
し
、

結
局
五
三
四
石
の
増
収
を
み
る
乙
と
h

な
っ
た
。

藩
創
立
時
よ
り
慢
性
的
に
経
済
困
難
で
あ
っ
た
佐
嘉
本
藩
は
、

極
度
に
経
済

の
悪
化
し
た
安
永
の
頃
、

こ
れ
に
目
を
付
け
て
増
石
分
の
没
収
を
計
り
、
自
領

農
民
の
開
墾
を
理
由
に
乙
れ
に
反
対
す
る
蓮
池
支
藩
と
の
間
に
、

天
明
元
年

(
一
七
八
ご
か
ら
四
年
に
及
ぶ
大
紛
争
が
お
こ
っ
た
。
結
局
本
藩
の
勝
利
の

う
ち
に
新
境
界
が
決
定
さ
れ
、
自
然
石
ま
た
は
切
出
石
に
和
数
字
を
刻
ん
だ
筒

単
な
境
石
な
が
ら
、
嬉
野
郷
内
の
全
境
界
四

O
粁
に
実
に
二

0
0
0個
が
設
置
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さ
れ
た
。

乙
の
番
号
石
は
小
は
二

O
廷
か
ら
大
は
一

O
O廷
を
越
え
、
支
藩
側

の
費
用
で
作
ら
れ
番
号
は
全
て
支
蓮
領
を
向
い
て
い
る
。

⑨
川
岸
上
塚
石

紛
争
の
絶
え
な
か
っ
た
志
佐
川
上

流
地
帯
の
一
部
は
、
志
佐
川
中
央
境
で
あ
る
。
「
御
境
川
筋
、
延
享
年
中
枕
木

(n骨

毎
々
枕
木
汚
損
候
付
、
文
政
年
中
」
出
陣
上
に

平
戸
領
内
に
佐
嘉
領
が
大
き
く
侵
入
し
、

打
建
絵
図
面
致
御
取
替
侯
処
、

杭
塚
を
建
て
た
が
、

「
文
久
三
年
石
ニ
建
替
候
付
、
川
岸
よ

こ
れ
も
汚
損
し
、

り
之
間
数
、
御
双
方
塚
石
与
塚
石
之
間
数
」
を
書
い
た
帳
面
を
作
製
し
て
洪
水

乙
の
塚
石
は
四

0
1五
O
冠
の
川
石
に
番
号

を
刻
み
込
み
、
両
岸
に
同
一
番
号
の
も
の
を
一
番
よ
り
六
十
番
ま
で
六

O
対
を

用
意
し
た
o
こ
れ
で
一
部
が
流
出
し
て
も
原
形
に
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

に
よ
る
川
形
の
変
動
に
備
え
た
。



厳
密
に
い
え
ば
控
石
で
あ
る
が
、
川
中
央
に
境
石
は
置
い
て
な
い
の
で
境
石
と

み
る
乙
と
も
で
き
る
o

こ
の
他
に
は
天
領
、
佐
嘉
領
、
大
村
領
境
に
三
菌
境
塚
な
る
も
の
が
あ
り
、

絵
図
に
は
こ
段
の
石
垣
上
に
角
柱
ら
し
い
も
の
が
書
い
て
あ
る
が
現
物
は
不
明
、

島
原
領
、
佐
嘉
領
の
境
石
も
ま
た
現
物
は
不
明
で
あ
る
じ
文
書
に
は
堅
石
、
建

石
、
理
石
、

切
石
と
名
付
け
た
境
石
の
記
載
が
あ
り
、
意
味
は
何
と
な
〈
わ
か
る

が
現
物
の
確
認
が
出
来
な
い
の
で
省
か
ざ
る
を
得
な
い
。

四

幸吉

び

戦
国
期
の
勢
力
圏
が
そ
の
ま
L

藩
領
土
と
な
っ
た
佐
嘉
、
大
村
、
平
戸
淫
は
、

境
界
に
地
理
的
に
不
自
然
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、

そ
の
上
天
領
ま
で
入
り
込
ん
で

交
通
、

稚
拙
な
絵
図
上
に
境
界
線
を
引
い
た
だ
け
で
は
不
安
定
で
、
地
形
、

経
済
価
値
の
変
動
に
よ
っ
て
紛
争
が
お
こ
り
、
そ
の
結
果
杭
木
、
樹
木
、

錯
綜
し
、

土
塚
、
自
然
石
等
が
藩
境
標
識
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、

後
期
に
な
る
と
、

I 

紛
争
の
激
し
か
っ
た
地
帯
ば
、
双
方
立
会
で
標
識
を
補
修
す
る
煩
わ
し

さ
を
去
け
る
た
め
、
石
塚
、

石
杭
を
築
く
よ
う
に
な
っ
た
。

2. 

経
費
を
節
約
す
る
た
め
手
近
の
石
を
材
料
と
し
た
の
で
各
種
の
境
石
が
で
き
、
人

自
に
付
か
ぬ
と
こ
ろ
の
境
石
は
体
裁
よ
り
も
頑
丈
さ
を
重
ん
じ
た
。

ー
重
要
道
路
が
藩
境
を
通
過
す
る
地
点
は
、
境
界
の
確
認
と
と
も
に
美
観

を
重
視
し
て
費
用
を
惜
し
ま
ず
、
合
せ
て
藩
権
力
を
誇
示
し
た
。

道
路
脇
は
道
路
に
函
し
て
雨
藩
の
境
石
を
並
べ
た
が
、

刻
銘
を
自
領
に
向
け
た
。

他
の
場
所
で
は

4. 

川
真
中
の
境
石
は
止
め
、
岸
上
に
番
号
入
り
の
控
石
を
置
い
て
洪
水
に

よ
る
河
身
の
変
化
の
復
旧
に
備
え
た
。

5. 

ま
乙
と
に
常
識
的
な
結
論
に
な
っ
た
が
、
佐
嘉
藩
西
部
に
現
存
す
る
藩
境
石
調
査
研
究

調
査
研
究
の
結
果
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
調
査
を
発
展
さ
せ
る
所
存
で
あ
る
。

注
(ム

佐
嘉
本
藩
と
蓮
池
支
藩
の
境
界
紛
争
と
境
界
石
(
番
号
石
)
に
つ
い
て

新
地
理

巻

号

薄
境
標
識
と
番
号
石

一
O
五

一一

O
号

西
日
本
文
化

一O
七、

主主

松
浦
史
料
館
蔵

長
崎
県
波
佐
見
町
公
民
館
蔵

大
村
藩
の
農
村
調
査
書

( 

4 
) 

高
知
の
御
用
商
人
、
吉
本
八
郎
右
衛
門
、
大
町
文
助
の
高
知

l
長
崎
間
の

旅
日
記

(5) 

五
四
万
石
の
大
葱
熊
本
葱
は
木
柱
を
建
て
、

そ
れ
に
並
べ
て
一

O
万
石
の

小
藩
柳
川
薄
が
大
石
柱
を
建
て
た
例
が
あ
る
。

(6)

佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
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戸
町
小
ケ
倉
村
境
目
絵
図
裏
書

?) 
長
崎
県
立
図
書
舘
蔵

J.Q.J1...~ 

松
浦
史
料
館
蔵

長
崎
県
立
図
書
館
蔵

為
取
替
申
一
札
事

前
掲
(
3
)

JJ 

前
掲
(1)

g 

松
浦
史
料
館
蔵

御
境
川
筋
岸
上
塚
石
商
数
帳

第
七
八
回
例
会
の
報
告

去
る
九
月
二
七
日
、
駒
沢
大
学
に
お
い
て
第
七
八
回
例
会
が
開
催
さ
れ
、

左

記
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

O
「
地
方
小
都
市
に
お
け
る
商
庖
街
の
変
遷

l
富
岡
市
の
場
合
!
」




